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第１章 基本的事項 

 

１．実行計画策定の背景 

  

 地球温暖化とは、人間による各種の生産活動から排出される二酸化炭素などの温室効果

ガスが大気中に増加し、地球表面の大気や海洋の平均温度が長期的に上昇する現象であり、

世界的に深刻な環境問題の一つとなっており、海氷が融けることによる海面上昇や農作物

や生態系の崩壊等が予測されています。 

 我が国では、1998 年に地球温暖化対策推進法が制定され、地球温暖化への対策を国だけ

でなく、地方公共団体・事業者・国民が一体となって取り組めるようにするため制定されま

した。 

 同法は、京都議定書やパリ協定の締結などによって、合計８回の改正をしています。「大

気中の温室効果ガスの濃度を安定化させ地球温暖化を防止すること」が人類共通の課題で

あり、「地球温暖化対策計画の策定」や「温室効果ガスの排出量削減」を促進するための措

置を講ずることにより、「地球温暖化対策の推進」や「現在および将来の国民の健康で文化

的な生活の確保」が目的とされています。また、2050 年までの脱炭素社会の実現を基本理

念に掲げています。 

 

２．計画の目的 

 

 本計画は、地球温暖化対策推進法第２１条に基づき、都道府県及び市町村に策定が義務付

けられている温室効果ガスの排出量の削減や吸収作用の保全及び強化するための措置に関

する計画として策定するものです。泊村の事務・事業により排出される温室効果ガスの排出

量を削減し、地域温暖化対策の推進を図ることを目的とします。 

 

３．基準年度・計画期間 

 

 本計画については令和５年度を基準年として削減目標を策定します。また、計画期間は、

令和７年度から令和１１年度の５年間とします。 

 なお、社会情勢の変化等により、必要に応じて見直しを行うこととします。 
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第２章 村の事務・事業に関する実行計画 

 

１．対象範囲 

 この計画の対象は本村の事務・事業であり、主な対象の施設は下記のとおりです。 

 

・対象となる施設一覧 

対 象 施 設 名 対 象 施 設 名 

泊村役場 保健センター 

泊村役場 車庫 とまり葬祭場 

とまり保育所 盃地区集会所 

泊村立泊小学校 照岸・糸泊地区集会所 

スクールバス車庫 臼別地区集会所 

泊村立泊中学校 茅沼地区集会所 

給食センター 渋井地区集会所 

泊村公民館 泊地区集会所 

泊村アイスセンター  堀株地区集会所 

とまりカブトラインパーク 街灯 

鰊御殿とまり 公衆トイレ 

 

２．対象とする温室効果ガス 

   

 地球温暖化対策推進法では、以下の６種類の温室効果ガスが対象となっています。 

種     類 主な発生原因 

二酸化炭素 石油や天然ガスといった燃料の燃焼など 

メタン 農業や畜産、廃棄物の焼却など 

一酸化二窒素 バイオマス燃料の燃焼、農業関連など 

ハイドロフルオロカーボン 発泡剤、洗浄剤など 

パーフルオロカーボン 半導体基盤の洗浄剤など 

六フッ化硫黄 ガス変圧器やガス遮断器など 

 

この計画では、上記６種類のうち排出量が最も多い「二酸化炭素」を対象とします。 
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３．泊村の使用エネルギー別二酸化炭素排出量 

 

 村の事務及び事業における温室効果ガス（二酸化炭素）の排出量は、各施設、車両等の燃

料や電気の使用量を二酸化炭素の排出量に換算し、算出します。 

 

 年間使用量 CO₂排出係数 CO₂排出量（kg） 排出量割合 

電気 4,609,566(kwh) 0.535 2,466,118 83.53 

灯油 85,916(ℓ) 2.49 213,931 7.25 

ガソリン 10,531（ℓ） 2.32 24,432 0.83 

軽油 19,949（ℓ） 2.58 51,468 1.74 

A 重油 72,400（ℓ） 2.71 196,204 6.64 

LP ガス 77（㎥） 3 231 0.01 

合      計 2,952,384 100.00 

 

 

 

４．削減目標 

  

 令和５年度を基準年度として、令和１１年度に二酸化炭素排出量を５％削減することを

目標とします。 

 

 

電気, 83.53

灯油, 7.25

ガソリン, 0.83 軽油, 1.74

A重油, 6.64

LPガス, 0.01

二酸化炭素排出量割合

電気 灯油 ガソリン 軽油 A重油 LPガス
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（単位：kg） 

 令和５年度排出量 

（基準年度） 
削減目標 

令和１１年度排出量 

（目標年度） 

二酸化炭素（CO₂） 2,952,385 5% 2,804,765 

 

 令和５年度使用量 

（基準年度） 

令和１１年度使用量 

（目標年度） 
削減率 削減量 

電気 4,609,566(kwh) 4,379,087(kwh) 5% 230,479(kwh) 

灯油 85,916(ℓ) 81,620(ℓ) 5% 4,296(ℓ) 

ガソリン 10,531（ℓ） 10,004(ℓ) 5% 527(ℓ) 

軽油 19,949（ℓ） 18,951(ℓ) 5% 998(ℓ) 

A 重油 72,400（ℓ） 68,780(ℓ) 5% 3,620(ℓ) 

LP ガス 77（㎥） 73（㎥） 5% 4（㎥） 

 

５．目標達成に向けた具体的な取組 

  

 ① 施設設備等の運用改善 

  〇昼休みや時間外勤務時等の不要な照明を消灯します。 

〇パソコン、その他の電気製品の電源の切断に努めます。 

  〇トイレ、会議室等に利用者がいない場合は消灯します。 

  〇パソコン、コピー機等の省電力機能を活用します。 

  〇退庁時には身の回りの電気器具の電源が切れていることを確認します。 

  〇電化製品を購入する際には、省エネタイプを購入します。 

 

 ② 燃料使用量の削減 

  【施 設】 

  〇冬期間の事務室や各施設の暖房については適正な温度管理を行います。 

〇暖房器具の周囲は整理・清掃し、能力の低下を防止します。 

  〇施設の暖房は、利用状況に応じた管理を行います。 

  〇各自で温度にあったクールビズ・ウォームビズを推進します。 

   

【公用車】 

  〇運転する際は、次のような「エコドライブ１０のすすめ」を心掛けます。 
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〇車両を適正に整備・管理し、排気ガスの削減に努めます。 

  〇車両から離れる際はエンジンを切り、アイドリングを行わないようにします。 

  〇出張先が同じである場合は、乗り合わせるようにします。 

   

 ③ ゴミの減量とリサイクル 

  〇廃棄物の分別を徹底します。 

  〇物品の再利用や修理を行い長期利用に努め、ゴミの減量化を図ります。 

  〇３R 運動の取り組みを推進します。 

    Reduce （リデュース） ゴミの発生を少なくする 

        Reuse （リユース） ゴミにせずに再利用する 

        Recycle （リサイクル） 資源として再生利用する 

   

 ④ 物品購入、事務用品について 

  〇詰め替えやリサイクル可能な消耗品の購入に努めます。 

  〇環境ラベル（エコマーク、グリーンマーク等）対象商品の購入に努めます。 

  

 ⑤ 用紙類の削減 

  〇両面印刷、裏面利用を徹底し、用紙の削減に努めます。 

  〇コピー用紙は古紙配合率７０％以上、白色度７０％以下のものを購入するように努

めます。 

  〇資料を印刷する際は、必要な部数を十分に把握し適正な部数を印刷することを心掛

けます。 

  〇ミスコピーを減らすため、複写機使用前に作業画面を確認し、特殊コピー後は、 

リセットボタンを押します。 

①燃費の把握          自分の車の燃費を把握しましょう 

②ふんわりスタート「e スタート」 穏やかな発進を心掛けましょう 

③加速・減速の少ない運転    一定の速度で走りましょう 

④早めのアクセルオフ  エンジンブレーキを活用しましょう 

⑤エアコンの使用は適切に 適切な温度設定をしましょう 

⑥アイドリングストップ  無駄なアイドリングはやめましょう 

⑦道路交通情報の確認  時間に余裕を持って出発しましょう 

⑧タイヤの点検・整備  空気圧チェックを習慣づけましょう 

⑨不要な荷物は積まずに運転    不要な荷物は積まないようにしましょう 

⑩駐車場所の確認     迷惑駐車はやめましょう 
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６．推進体制及び進捗状況の公表 

 

１．推進体制 

 この計画の全体的な取り組みを推進するため事務局を総務企画課に置き、計画の推進 

及び進捗状況を把握しつつ計画の総合的な推進を図ります。 

 

２．計画の見直し 

 村の事務・事業の動向や取組状況、技術の進歩等を踏まえ、必要に応じ実行計画を見直し 

ます。 

 

３．進行管理 

 計画の進捗状況や直近年度の温室効果ガス排出量については、ホームページ等により 

公表いたします。 

 

 


